
Ｅ
樹
探
訪
会
の
ご
案
内

令
和
６
年
秋
季
巨
樹
探
訪
会
の
お
知
ら
せ

（
一
般
参
加
散
迎
）

今
回
は
新
単
早
々
の
脱
大
地
甍
で
甚
大
な
被
害
に
遭
わ
れ
た
能
登
方
面
の
臣
樹
探
訪
と
綾
審

の
復
旧
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
と
併
せ
、
復
輿
応
機
の
憲
昧
で
令
和
６
年
■
月
２３
日
に
予
定
し

ま
し
た
け

持
に
、
子
年
に

一
度
の
大
地
震
に
よ
り
輪
島

・
問
前
の
海
岸
で
は
４
隠
も
隆
起
し
、
海
岸
線

が
大
き
く
後
退
し
た
場
所

・
港
が
あ
り
ま
す
。
現
地
で
専
門
家
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
ご
自
身

の
目
で
世
紀
の
大
事
変
の
現
場
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
一
畳
食
は
現
地
に
て
準
備
頂
き
ｔ
少
し

で
も
複
典
に
脇
力
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
も
ち
る
ん
、
臣
樹
も
２
本
訪
ね
ま
す
¢

Ｈ
周
２３
日

（■

・
視
）

石
川
暴
歯
登
方
面

金
沢
駅
金
沢
港
口
　
　
集
合
７
欝
略
分
　
出
発
８
時

瀑
能
替
方
面
参
加
者
の
乗
降
観
所
は
検
討
し
ま
す
。

①
千
代
浜
海
岸

（遭
き
砂
）
　

　

　

輪
鳥
市
問
前
可
千
代

④
黒
島
淳
岸

（４
酪
隆
起
）
　

　

　

輪
島
市
問
簡
町
黒
島

来
①
、
②
で
は
尋
門
家
か
ら
現
地
で
解
説
頂
き
ま
す
。

③
昼
食
　
黒
島
公
民
館
　
輪
島
市
問
前
町
黒
島
町
罵
油
４５

涎
現
地
の
方
か
ら
地
震
当
時
の
体
験
談
を
聞
か
せ
て
頌
き
ま
す
。

④
元
祖
Ｆ
ア
　
　
　
　
　
輪
島
市
問
講
町
浦
上
　
　
　
　
　
暴
擦
定
　
幹
円
４
ｍ

※
今
霞
の
能
登
半
島
地
震
ｆｆ
よ
る
披
書
状
況
を
離
認
し
ま
す
。
．

⑤
西
慶
寺
セ
マ
で
ヽヽ
ン
　
　
輪
島
市
問
前
町
谷
田
　
　
　
　
県
鵜
定
　
幹
踊
５
，
３
ｍ

※
３
年
前
に
訪
問
鷲
紅
業
に
少
し
早
く
、
今
回
こ
そ
は
紅
鐘
替
巧
盛
り
か

併
せ
て
地
震
の
影
響
も
調
査
醸
認
し
ま
す
。

金
沢
駅
金
沢
港
田
　
到
書

・
解
散
　
　
（１７
時
　
上
定
）

行 増 期

程 所 日

逮

蔵

参
加
費

募
集
撤

申
　
込

訪
問
地
】
昼
食
場
所
等
は
変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

７
千
判
　
畳
食

（現
地
仕
島
し
用
意
）、傷
害
保
険
等
含
む

怠
メ員
外
も
闘
額
で
す
）

当
日
会
計
担
当
が
集
金
し
ま
す
。

銹
名

（中
型
パ
ス
利
用
）
　

　

　

，

参
加
希
望
者
は
ハ
ガ
キ
、
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
催
所

，
氏
名

・
連
輔
先
を
明
誕
の
と
、

１０
月
２５
日

（金
）
必
着
で
主
記
ま
で
申
し
込
み
下
さ
い
。

樹
明
弘
光
　
〒
９
２
１
１
８
０
５
３
金
沢
市
保
占
町
ホ
９９
１
１

Ｔ

Ｅ

Ｌ

・
Ｆ

Ａ

Ｘ

　

０

７

６

１

２

４

９

１

１

８

７

３


